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高効率の設定と検証
高効率（HE）が有効になっている場合、802.11acとの下位互換性があります。802.11ax HEを
有効または無効にするために、次のリストがサポートされています。

• URWB HEは、スロット 1で 20/40/80 MHzの帯域幅をサポートしています。

• URWB HEは、スロット 2で 20/40/80/160 MHzの帯域幅をサポートしています。

• URWB HEのデフォルト設定では無効になっています。

• HEネゴシエーションは、HEが有効になっているデバイス間でのみサポートされます。

高効率モードを有効にするには、次の CLIコマンドを使用します。
Device# configure dot11Radio [1|2] high-efficiency enable
Device# configure dot11Radio [1|2] mcs maxmcs <mcs index in integer or string>

デフォルトのmaxmcsは 9であるため、CLIの configure dot11Radio 1/2 mcs maxmcs 11により、
maxmcsを 11に設定する必要があります。

（注）

高効率モードを無効にするには、次の CLIコマンドを使用します。
Device# configure dot11Radio [1|2] high-efficiency disable
default maxmcs is 9.

高効率モードを検証するには、次の showコマンドを使用します。
Device# show dot11Radio 1 config
Maximum tx mcs : 9
High-Efficiency : Enabled
Maximum tx nss : 2
RTS Protection : disabled
guard-interval : 800ns
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Device# show dot11Radio 2 config
Maximum tx mcs : 9
High-Efficiency : Enabled
Maximum tx nss : 2
RTS Protection : disabled
guard-interval : 800ns

Device# show eng-stats

WLAN1 Rx：

FC:58:9A:16F8:52 rate 1201 MCS 11/2 HE80/G1(800ns) ssn 48 rssi-48 received

WLAN1 Tx：

FC:58:9A:16F8:52 rate 1201 MCS 11/2 HE80/G1(800ns) sent 195612 failed 0

WLAN2 Rx：

FC:58:9A:16F8:13 rate 1201 MCS 11/2 HE80/G1(800ns) ssn 50 rssi-46 received

WLAN2 Tx：

FC:58:9A:16F8:13 rate 864 MCS 11/2 HE80/G1(800ns) sent 390797 failed 1

GUIによるグローバルゲートウェイの設定
グローバルゲートウェイモードではMPLS（マルチプロトコルラベルスイッチング）レイヤ
3と無線オフが自動的に適用され、グローバルゲートウェイモードでは無線ステータスを変更
できません。次の図は、グローバルゲートウェイモードの GUI設定を示しています。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


